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 ２１世紀に入り、超高齢化社会を急速に迎えつつある我が国では、悪性新生物（癌）と心

臓・血管系疾患（心筋梗塞、脳梗塞、脳卒中など）および痴呆症が益々問題になってきます。 

その他に、糖尿病、骨粗鬆症、高血圧、高脂血症（高コレステロール血症）、肥満症などの

成人病に罹る人が益々増加し続けているのが現状です。厚生省は今年度からこれらの成人病

を「生活習慣病」と位置づけ、国民に啓蒙しようと試みているところです。言い換えれば、

生活習慣（食事、運動、休養）が長年にわたって悪い人々が罹る病気が従来からいわれてい

た成人病の本体であることを明確にしたわけです。特に「運動不足病」とも言われるこれら

生活習慣病は、高度な機械文明の発達した国々に顕著に認められることから、別名「サミッ

ト病」とも呼ばれています。 

 

誰よりもこの運動不足病に悩まされる

のが宇宙飛行士です。重力にさらされる

宇宙飛行士の生理的な変化を地球にいる

間にシミュレ－ション（疑似実験）して

予めどんな変化が体に起こるのかをアポ

ロ計画の前に行った有名な完全休養実験

の結果では、呼吸循環器系の機能を示す

最大酸素摂取量（約３０％低下）、最大

心拍出量（約２６％低下）、最大換気量

（空気を肺に取り込む量、３０％低下）

の著しい機能低下が起こることがわかっ

たのです。通常、これらの心臓循環系の

機能は、２０歳頃をピ－クとしてその後、

加齢とともに毎年約１％ずつ低下する事

がわかっています。この様に考察しますと完全休養を３週間行った青年の心臓循環器系の機

能水準は、一気に３０歳近くも”老化”したことなります。また、体重がゼロの状態になっ

てしう無重力の世界では、骨からのカルシウムの放出が激しく、骨粗鬆症、糖尿病などの症

状が現れることが知られています。 

中高齢者が骨粗鬆症、軽度の脳梗塞、その他の疾患で入院・看護されベッドで完全休養の

状態になって、すでに老化で弱っている心臓循環系の機能が更に低下し、ついには今最も社

会的問題になってきている“寝たきり老人”や“痴呆症”になってしまう可能性がいかに強

いか納得できるでしょう。また、中年男・女性に見られる肥満は糖尿病、高血圧症、虚血性

心臓疾患、脳血栓などの起因になるだけでなく、肥満度が高いほどいろいろな病気に罹りや

すく、短命であることはよく知られた事実です。 
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美人薄命は昔のこと、現代は肥満薄命




